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集
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第
八
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九
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　抜
刷
令
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二
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十
一
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一
日
　発
行
後
撰
和
歌
集
と
屏
風
歌
徳
原
茂
実
　
　
は
じ
め
に
　
『
後
撰
和
歌
集
』（
以
下
『
後
撰
集
』
と
呼
称
）
に
は
、
唯
一
の
例
外
を
除
い
て
、
屏
風
歌
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
『
後
撰
集
』
の
顕
著
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
、
す
で
に
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
、
論
じ
ら
れ
て
も
い
る
。
本
稿
は
従
来
と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
、
こ
の
事
実
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
こ
の
事
実
は
、『
後
撰
集
』
に
歌
合
の
歌
が
多
く
な
い
こ
と
、
物
名
の
部
立
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
撰
者
た
ち
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
褻
の
歌
」
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、『
後
撰
集
』
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
も
の
事
実
と
、
多
か
れ
少
な
か
れ
か
か
わ
り
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
屏
風
歌
を
中
心
に
論
じ
、
そ
れ
以
外
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
　
　
一
　
『
古
今
集
』
の
奏
覧
は
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
で
あ
る
が
（
そ
の
後
、
増
補
さ
れ
た
）、
そ
れ
か
ら
『
後
撰
集
』
の
撰
集
が
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
ま
で
の
約
半
世
紀
間
は
、
和
歌
文
学
史
上
、
屏
風
歌
制
作
の
隆
盛
期
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
田
島
智
子
氏
の
『
屏
風
歌
の
研
究　
資
料
編
』（
注
１
）
に
依
拠
し
つ
つ
裏
付
け
て
み
た
い
。
　
同
書
に
お
い
て
田
島
氏
は
、
九
世
紀
半
ば
の
大
和
絵
誕
生
期
か
ら
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
の
女
御
入
内
屏
風
に
至
る
屏
風
歌
（
障
子
絵
歌
等
を
も
含
む
）
を
取
り
上
げ
、そ
れ
ら
を
「
古
今
集
時
代
」「
後
撰
集
時
代
」「
拾
遺
集
時
代
」「
後
拾
遺
集
時
代
以
降
」
に
時
代
区
分
し
て
い
る
。「
古
今
集
時
代
」
は
天
慶
八
年
（
九
四
五
）二
月
の
内
裏
屏
風
歌
ま
で
、「
後
撰
集
時
代
」は
天
暦
八
年（
九
五
四
）
の
村
上
天
皇
名
所
屏
風
歌
か
ら
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
前
後
ま
で
、「
拾
遺
集
時
代
」
は
長
保
元
年
（
九
九
九
）
の
彰
子
入
内
屏
風
歌
か
ら
十
一
世
紀
の
半
ば
ま
で
、「
後
拾
遺
集
時
代
」
は
そ
れ
以
後
で
あ
る
。
　
私
は
さ
ら
に
「
古
今
集
時
代
」
を
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
四
月
の
『
古
今
集
』
奏
覧
を
境
に
前
後
に
分
け
て
み
た
い
。
す
る
と
「
古
今
集
時
代
」
前
期
は
延
喜
五
年
二
月
の
藤
原
定
国
四
十
賀
屏
風
歌
ま
で
と
な
り
（
こ
の
時
代
の
屏
風
歌
の
多
く
は
『
古
今
集
』
入
集
歌
）、
後
期
は
『
貫
之
集
』
に
見
え
る
延
喜
六
年
内
裏
屏
風
歌
か
ら
後
と
な
る
。「
古
今
集
時
代
」
前
期
の
作
例
は
四
九
首
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
は
、
屏
風
の
色
紙
形
に
書
か
れ
な
か
っ
た
初
期
の
作
例
が
数
首
含
ま
れ
る
。「
古
今
集
時
代
」
後
期
の
作
例
は
七
〇
三
首
で
あ
る
（
菊
合
の
歌
と
お
ぼ
し
い
一
首
を
除
い
た
）。
　
続
く
「
後
撰
集
時
代
」
に
お
け
る
作
例
は
九
二
二
首
で
あ
り
、『
後
撰
集
』
の
成
立
か
ら
『
拾
遺
集
』
の
成
立
に
至
る
こ
の
時
代
、「
古
今
集
時
代
」
を
凌
駕
す
る
大
量
の
屏
風
歌
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
さ
に
屏
風
歌
に
と
っ
て
の
最
盛
期
で
あ
り
、
一
方
、「
古
今
集
時
代
」
後
期
は
最
盛
期
を
前
に
し
た
隆
盛
期
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
拾
遺
集
時
代
」
に
つ
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い
て
見
る
と
、
田
島
氏
は
二
四
六
首
を
掲
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
中
に
は
紙
絵
や
扇
絵
の
歌
な
ど
約
四
〇
首
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
屏
風
歌
や
障
子
絵
歌
の
実
数
は
二
〇
〇
首
程
度
で
あ
る
。「
古
今
集
時
代
」
や
「
後
撰
集
時
代
」
に
く
ら
べ
て
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、退
潮
期
と
で
も
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
以
上
、
勅
撰
集
の
成
立
期
を
区
切
り
と
す
る
大
雑
把
な
時
代
区
分
で
は
あ
る
が
、『
古
今
集
』
成
立
以
前
が
屏
風
歌
の
揺
籃
期
、『
古
今
集
』
か
ら
『
後
撰
集
』
に
至
る
時
代
が
隆
盛
期
、『
後
撰
集
』
か
ら
『
拾
遺
集
』
に
至
る
時
代
が
最
盛
期
、
そ
し
て
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
退
潮
期
に
入
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。『
古
今
集
』
の
成
立
か
ら
『
後
撰
集
』
の
撰
集
開
始
ま
で
の
約
五
十
年
間
に
詠
ま
れ
た
歌
が
『
後
撰
集
』
の
主
要
な
撰
集
資
料
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
時
代
は
ま
さ
に
屏
風
歌
の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
の
だ
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
後
撰
集
』
に
屏
風
歌
が
（
一
首
の
例
外
を
除
い
て
）
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
れ
を
、『
後
撰
集
』
が
撰
者
の
歌
を
収
め
て
い
な
い
事
実
と
関
連
づ
け
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
撰
者
た
ち
の
う
ち
、
清
原
元
輔
、
大
中
臣
能
宣
、
源
順
は
、
確
か
に
多
く
の
屏
風
歌
を
詠
作
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
後
撰
集
』
成
立
以
後
、
先
ほ
ど
の
区
分
に
よ
れ
ば
「
後
撰
集
時
代
」
の
作
な
の
で
あ
る
。
田
島
氏
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、「
古
今
集
時
代
」
に
『
後
撰
集
』
撰
者
た
ち
の
屏
風
歌
は
存
在
せ
ず
、「
後
撰
集
時
代
」
の
劈
頭
を
な
す
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
の
「
村
上
天
皇
名
所
屏
風
歌
」
に
は
壬
生
忠
見
や
中
務
な
ど
、
当
代
の
主
要
歌
人
の
作
が
見
ら
れ
る
が
撰
者
の
作
は
な
く
、
よ
う
や
く
天
暦
十
一
年
の
「
藤
原
師
輔
五
十
賀
屏
風
歌
」
に
至
っ
て
、
撰
者
の
一
人
清
原
元
輔
が
作
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
資
料
に
拠
る
限
り
、『
後
撰
集
』
撰
集
当
時
、
撰
者
た
ち
の
屏
風
歌
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
（
注
２
）、
採
ろ
う
に
も
採
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
ら
の
歌
を
採
ら
な
い
と
い
う
方
針
の
も
と
、
必
然
的
に
彼
ら
の
屏
風
歌
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
話
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
　
で
は
前
代
の
主
要
歌
人
、
紀
貫
之
、
伊
勢
、
凡
河
内
躬
恒
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
『
後
撰
集
』
に
、
七
四
首
、
七
〇
首
、
二
三
首
と
、
多
く
の
歌
を
採
ら
れ
て
お
り
、高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、彼
ら
が
「
古
今
集
時
代
」
に
多
く
の
屏
風
歌
を
詠
作
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
集
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
屏
風
歌
が
た
だ
の
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
不
可
解
と
い
え
よ
う
。『
後
撰
集
』
に
最
大
の
入
集
歌
を
も
つ
貫
之
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
　
紀
貫
之
は
、最
も
多
く
の
屏
風
歌
を
今
に
残
す
歌
人
で
あ
り
、そ
の
家
集
『
貫
之
集
』
全
九
巻
の
う
ち
前
半
の
四
巻
に
、
五
三
二
首
も
の
屏
風
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
家
集
の
全
歌
数
八
八
九
首
の
過
半
数
に
及
ぶ
（
歌
仙
家
集
本
に
よ
る
）。
そ
の
冒
頭
の
二
首
は
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
二
月
の
藤
原
定
国
四
十
賀
屏
風
の
歌
で
あ
る
か
ら
（
う
ち
一
首
は
『
古
今
集
』
賀
に
入
集
）、「
古
今
集
時
代
」
前
期
の
作
例
と
し
て
一
応
除
外
す
る
と
し
て
、残
る
五
三
〇
首
は
、
延
喜
六
年
か
ら
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
に
至
る
約
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
天
慶
九
年
が
貫
之
の
没
年
で
あ
る
か
ら
（
注
３
）、
貫
之
は
『
古
今
集
』
成
立
後
、
死
の
前
年
に
至
る
ま
で
、
つ
ま
り
そ
の
長
い
後
半
生
を
通
じ
て
、
大
量
の
屏
風
歌
を
制
作
し
続
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
、『
古
今
集
』
以
後
、『
後
撰
集
』
以
前
の
約
半
世
紀
間
、
先
の
区
分
に
よ
れ
ば
「
古
今
集
時
代
」
後
期
に
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
。『
古
今
集
』
と
『
後
撰
集
』
に
、
い
ず
れ
も
最
高
歌
数
が
入
集
す
る
ほ
ど
同
時
代
に
お
け
る
評
価
が
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
後
撰
集
』
撰
集
の
直
前
に
至
る
ま
で
、
孜
々
と
し
て
詠
み
続
け
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
屏
風
歌
の
中
か
ら
、
た
だ
の
一
首
も
『
後
撰
集
』
に
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
不
可
解
な
事
実
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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な
お
、
早
く
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
注
４
）、『
貫
之
集
』
の
屏
風
歌
の
中
に
見
え
る
二
首
が
、『
後
撰
集
』
に
次
の
よ
う
な
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
（
歌
番
号
四
三
、四
四
）。『
後
撰
集
』
の
本
文
引
用
は
天
福
二
年
本
に
よ
り
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
適
宜
仮
名
表
記
を
漢
字
表
記
に
改
め
た
。
　
　
　
（
松
の
も
と
に
こ
れ
か
れ
侍
て
、
花
を
見
や
り
て
）　　
藤
原
雅
正
　
花
の
色
は
ち
ら
ぬ
ま
ば
か
り
ふ
る
さ
と
に
つ
ね
に
は
松
の
緑
な
り
け
り
　
　
　
紅
梅
の
花
を
見
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躬
恒
　
紅
に
色
を
ば
か
へ
て
梅
花
か
ぞ
こ
と
ご
と
に
に
ほ
は
ざ
り
け
る
『
貫
之
集
』
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
「
天
慶
三
年
四
月
、
右
大
将
殿
御
屏
風
の
歌
、
廿
首
」
の
中
に
見
え
る
屏
風
歌
で
（
本
文
に
小
異
が
あ
る
）、
前
者
に
は
「
故
郷
に
い
た
れ
り
」、
後
者
に
は
「
人
の
家
に
紅
梅
あ
り
」
と
詞
書
（
画
面
説
明
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
『
後
撰
集
』
に
、
右
の
よ
う
な
形
で
収
め
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
の
推
測
も
可
能
で
あ
る
が
、
今
は
問
わ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
本
来
は
屏
風
歌
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
よ
り
も
、
こ
れ
ら
が
『
後
撰
集
』
に
お
い
て
屏
風
歌
と
は
さ
れ
て
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
前
者
は
雅
正
が
「
花
を
見
や
り
て
」
詠
ん
だ
歌
、
後
者
は
躬
恒
が
「
紅
梅
の
花
を
見
て
」
詠
ん
だ
歌
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
作
者
が
実
際
に
花
を
見
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
後
で
改
め
て
考
え
た
い
。
　
　
二
　
前
節
に
お
い
て
、『
古
今
集
』
の
成
立
か
ら
『
後
撰
集
』
の
撰
集
開
始
ま
で
の
約
半
世
紀
間
が
、
屏
風
歌
制
作
の
隆
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
跡
付
け
た
。
と
こ
ろ
が
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の
屏
風
歌
が
『
後
撰
集
』
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
（
一
首
の
例
外
を
除
い
て
）
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
氏
は
、「『
後
撰
集
』
の
表
現
」（
注
５
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「『
後
撰
集
』
に
屏
風
歌
が
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
、『
後
撰
集
』
時
代
に
屏
風
歌
が
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
後
撰
集
』
の
後
五
十
年
に
し
て
成
立
し
た
『
拾
遺
集
』
に
は
、『
後
撰
集
』
の
撰
者
で
あ
る
大
中
臣
能
宣
・
清
原
元
輔
・
源
順
な
ど
の
屏
風
歌
が
数
多
く
採
ら
れ
て
い
る
し
、
家
永
三
郎
氏
の
労
作
『
上
代
倭
絵
年
表
』
に
よ
っ
て
も
、『
後
撰
集
』
成
立
の
時
期
、
す
な
わ
ち
村
上
天
皇
天
暦
の
頃
が
屏
風
絵
・
屏
風
歌
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
後
撰
集
』
が
屏
風
歌
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
意
識
的
な
撰
集
の
方
針
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」
　
「
屏
風
歌
が
一
首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
実
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
首
採
ら
れ
て
い
る
（
後
述
）。
ま
た
「
天
暦
の
頃
が
屏
風
絵
・
屏
風
歌
の
最
盛
期
」
と
あ
る
が
、
十
年
間
に
す
ぎ
な
い
天
暦
期
を
屏
風
歌
の
最
盛
期
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
な
お
、
撰
者
た
ち
の
屏
風
歌
は
撰
集
当
時
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
採
ろ
う
に
も
採
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
こ
の
あ
と
氏
は
歌
合
に
言
及
し
て
い
る
が
省
略
し
、
そ
れ
に
続
く
記
述
を
引
用
し
よ
う
。
「
撰
者
五
人
の
歌
に
限
ら
ず
、
当
代
の
専
門
歌
人
が
活
躍
す
る
屏
風
や
歌
合
の
歌
、
す
な
わ
ち
褻
の
歌
に
対
す
る
晴
の
歌
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
採
ら
な
い
の
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が
『
後
撰
集
』
の
撰
集
方
針
で
あ
っ
た
。
事
実
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
『
後
撰
集
』
を
見
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
平
兼
盛
や
壬
生
忠
見
な
ど
の
歌
人
ら
し
い
歌
人
の
歌
も
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
採
歌
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。」
氏
は
こ
の
あ
と
、
兼
盛
、
忠
見
、
元
輔
と
い
っ
た
当
代
専
門
歌
人
の
歌
が
『
後
撰
集
』
に
表
立
っ
て
は
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。
彼
ら
の
歌
を
表
立
っ
て
は
採
ら
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
れ
ば
、
仮
に
彼
ら
が
早
く
か
ら
現
存
資
料
に
残
ら
な
い
屏
風
歌
を
詠
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
採
ら
れ
な
い
結
果
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
貫
之
を
は
じ
め
、
伊
勢
、
躬
恒
な
ど
、
前
代
の
歌
人
た
ち
の
屏
風
歌
も
採
ら
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
先
の
引
用
に
「『
後
撰
集
』
が
屏
風
歌
を
採
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
か
な
り
意
識
的
な
撰
集
の
方
針
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
で
は
そ
の
「
撰
集
の
方
針
」
と
は
何
な
の
か
、
屏
風
歌
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
な
い
こ
の
論
考
で
は
、
明
言
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
片
桐
氏
の
考
え
方
を
お
し
は
か
る
手
掛
か
り
は
あ
る
。
そ
れ
は
『
後
撰
集
』
を
「
褻
の
歌
の
集
成
」
と
と
ら
え
る
氏
の
持
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
掲
論
文
の
第
２
節
の
表
題
に
「
褻
の
歌
の
集
成
と
し
て
の
『
後
撰
集
』」
と
あ
る
こ
と
に
も
端
的
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
早
く
昭
和
三
十
一
年
発
表
の
「『
後
撰
集
』
の
本
性
」（
注
６
）
に
、
す
で
に
そ
れ
は
説
か
れ
て
い
る
。
近
年
刊
行
の
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
注
７
）
の
「
後
撰
和
歌
集
」
の
項
に
お
い
て
も
、
氏
は
「
春
や
秋
に
も
恋
や
雑
に
近
い
人
事
的
な
和
歌
が
多
く
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
よ
う
な
人
事
的
詠
草
の
増
加
ぶ
り
は
、
恋
や
雑
の
部
の
み
な
ら
ず
、
四
季
部
を
含
め
て
、
贈
答
歌
、
特
に
男
女
の
贈
答
が
他
集
に
比
し
て
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
、
ま
た
詞
書
が
は
な
は
だ
し
く
長
大
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
特
徴
と
と
も
に
、
褻
の
歌
の
集
成
と
し
て
の
『
後
撰
集
』
の
あ
り
方
を
明
示
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
を
歌
の
作
者
の
面
か
ら
言
え
ば
、
貫
之
・
躬
恒
な
ど
前
代
の
有
名
歌
人
を
別
と
す
れ
ば
、
撰
者
を
含
め
た
専
門
歌
人
の
作
が
皆
無
に
近
く
、
特
に
、
こ
の
村
上
朝
に
最
も
盛
行
し
た
屏
風
歌
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
と
い
う
実
態
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。」
こ
の
よ
う
に
『
後
撰
集
』
は
「
褻
の
歌
の
集
成
」
と
い
う
持
論
を
展
開
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、前
掲「『
後
撰
集
』の
表
現
」で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
村
上
朝
に
最
も
盛
行
し
た
屏
風
歌
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
」
こ
と
に
は
言
及
さ
れ
て
も
、「
貫
之
・
躬
恒
な
ど
前
代
の
有
名
歌
人
」
の
屏
風
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い
。
前
代
の
有
名
歌
人
の
屏
風
歌
も
、
そ
れ
が
「
晴
の
歌
」
で
あ
る
限
り
は
、「
褻
の
歌
の
集
成
」
た
る
『
後
撰
集
』
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
片
桐
氏
の
お
考
え
で
あ
ろ
う
と
類
推
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
三
　
前
節
に
お
い
て
紹
介
し
た
、『
後
撰
集
』
は
「
褻
の
歌
の
集
成
」
と
い
う
片
桐
洋
一
氏
の
説
は
、
現
在
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
卓
説
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
後
撰
集
』
に
は
「
晴
の
歌
」
も
採
ら
れ
て
い
る
。「
春
上
」
巻
頭
の
歌
か
ら
し
て
、ま
さ
し
く
「
晴
の
歌
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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正
月
一
日
、
二
条
の
き
さ
い
の
宮
に
て
、
白
き
大
袿
を
た
ま
は
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
敏
行
朝
臣
　
ふ
る
雪
の
み
の
し
ろ
衣
う
ち
き
つ
つ
春
き
に
け
り
と
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
正
月
一
日
、
年
賀
に
参
上
し
た
敏
行
に
、
二
条
后
高
子
（
あ
る
い
は
春
宮
貞
明
親
王
）
か
ら
引
き
出
物
と
し
て
大
袿
を
賜
わ
り
、
敏
行
は
和
歌
を
も
っ
て
お
礼
を
言
上
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
晴
の
歌
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
祝
賀
の
気
分
を
た
た
え
た
下
句
も
「
晴
の
歌
」
に
ふ
さ
わ
し
い
。
次
に
「
雑
一
」
巻
頭
の
一
〇
七
五
番
歌
を
見
よ
う
。
　
　
　
仁
和
の
帝
、
嵯
峨
の
御
時
の
例
に
て
、
芹
河
に
行
幸
し
た
ま
ひ
け
る
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
原
行
平
朝
臣
　
嵯
峨
の
山
み
ゆ
き
た
え
に
し
芹
河
の
千
世
の
古
道
あ
と
は
有
け
り
光
孝
天
皇
の
仁
和
朝
を
代
表
す
る
盛
儀
と
し
て
特
筆
す
べ
き
芹
河
野
行
幸
の
折
に
、
行
平
が
賀
歌
を
奉
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
さ
し
く
「
晴
の
歌
」
で
あ
る
。
先
例
の
復
活
を
寿
ぐ
内
容
も
、
晴
れ
の
時
と
場
に
ふ
さ
わ
し
い
。
も
う
一
例
、
今
度
は
巻
二
十
「
慶
賀
」
か
ら
一
三
八
〇
・
一
三
八
一
番
歌
を
引
用
し
よ
う
。
　
　
　
今
上
、
梅
壺
に
お
は
し
ま
し
し
時
、
た
き
木
こ
ら
せ
て
奉
り
給
け
る
　
山
人
の
こ
れ
る
た
き
木
は
君
が
た
め
多
く
の
年
を
つ
ま
ん
と
ぞ
思
　
　
　
御
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
製
　
年
の
数
つ
ま
ん
と
す
な
る
重
荷
に
は
い
と
ど
小
付
け
を
こ
り
も
そ
へ
な
ん
今
上
帝
、
す
な
わ
ち
村
上
天
皇
が
春
宮
で
あ
っ
た
頃
、
薪
を
兄
・
朱
雀
天
皇
に
献
上
し
た
折
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
服
属
儀
礼
に
な
ぞ
ら
え
た
春
宮
の
薪
献
上
の
歌
と
、
そ
れ
を
嘉
す
る
天
皇
の
返
歌
は
、「
晴
の
歌
」
の
最
た
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
を
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
と
村
上
天
皇
の
贈
答
と
す
る
通
説
が
誤
り
で
あ
ろ
う
こ
と
は
別
稿
に
て
述
べ
た
（
注
８
）。
　
以
上
、
三
例
の
み
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
『
後
撰
集
』
の
勅
撰
性
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
「
晴
の
歌
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
作
者
は
い
ず
れ
も
貴
顕
で
あ
る
。
一
方
、
前
掲
論
文
で
片
桐
氏
が
「
晴
の
歌
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
専
門
歌
人
が
貴
顕
の
注
文
に
よ
っ
て
詠
作
し
た
屏
風
歌
や
歌
合
歌
の
類
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
集
中
に
極
端
に
少
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
『
古
今
集
』
成
立
後
の
歌
合
の
歌
と
し
て
詞
書
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、延
喜
十
三
年（
九
一
三
）三
月
十
三
日
の「
亭
子
院
歌
合
」
の
歌
た
だ
一
首
（
一
一
八
番
歌
）
で
あ
る
し
、
屏
風
歌
は
後
で
取
り
上
げ
る
壬
生
忠
岑
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
　
で
は
、
屏
風
歌
や
歌
合
歌
以
外
に
、
専
門
歌
人
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
「
晴
の
歌
」
の
扱
い
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
当
代
歌
人
の
作
は
見
出
せ
な
い
が
、
前
代
の
歌
人
の
作
の
中
に
は
、
そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
春
上
（
一
八
）
に
次
の
よ
う
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
延
喜
御
時
、
歌
め
し
け
る
に
奉
り
け
る　
　
　
　
紀
貫
之
　
春
霞
た
な
び
き
に
け
り
久
方
の
月
の
桂
も
花
や
咲
く
ら
ん
こ
の
た
ぐ
い
の
詞
書
を
持
つ
歌
は
、
秋
中
の
巻
頭
に
「
延
喜
御
時
に
、
秋
歌
め
し
け
れ
ば
た
て
ま
つ
り
け
る
」
と
し
て
貫
之
の
二
首
（
二
七
一
、二
七
二
）
が
、
同
じ
巻
に
「
延
喜
御
時
、
歌
め
し
け
れ
ば
」
と
し
て
貫
之
の
二
首
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（
三
〇
六
、三
〇
七
）、
文
屋
朝
康
の
一
首
（
三
〇
八
）、
壬
生
忠
岑
の
一
首
（
三
〇
九
）
が
、
ま
た
「
延
喜
御
時
、
秋
歌
め
し
け
れ
ば
た
て
ま
つ
り
け
る
」
と
し
て
貫
之
の
一
首
（
三
三
七
）
が
見
え
る
（
注
９
）。
さ
ら
に
秋
下
に
は
「
延
喜
御
時
、
秋
歌
め
し
あ
り
け
れ
ば
た
て
ま
つ
り
け
る
」
と
し
て
貫
之
の
一
首
（
四
三
四
）
が
見
出
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
詞
書
の
文
言
が
少
し
ず
つ
異
な
る
の
は
、
別
時
の
下
命
で
あ
る
ゆ
え
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
杜
撰
か
、
容
易
に
は
知
り
難
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、
醍
醐
天
皇
の
時
代
に
、
天
皇
の
下
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
献
上
歌
と
し
て
、
貫
之
の
六
首
、
朝
康
の
一
首
、
忠
岑
の
一
首
が
『
後
撰
集
』
に
は
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
「
晴
の
歌
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
た
ぐ
い
の
献
上
歌
は
『
古
今
集
』
に
も
あ
っ
て
、「
歌
奉
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
時
、
よ
み
て
奉
り
け
る
」
と
い
う
詞
書
を
も
つ
歌
が
春
上
に
四
首
（
二
二
、二
五
、二
六
、五
九
）、冬
に
一
首
（
三
四
二
）
見
出
さ
れ
る
。
作
者
は
い
ず
れ
も
貫
之
で
あ
る
（
注　10
）。
こ
れ
ら
が
『
古
今
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
の
は
、
公
的
な
場
へ
の
和
歌
の
復
権
と
い
う
同
集
の
編
集
理
念
よ
り
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
上
回
る
数
の
醍
醐
天
皇
へ
の
四
季
の
献
上
歌
が
、「
褻
の
歌
の
集
成
」
と
評
さ
れ
る
『
後
撰
集
』
に
見
出
さ
れ
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
　
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、こ
れ
ら
と
同
様
に
、天
皇
や
貴
顕
の
下
命
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
、
献
上
さ
れ
た
屏
風
歌
が
、『
後
撰
集
』
に
忠
岑
の
一
首
し
か
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
貫
之
が
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
屏
風
歌
を
、『
後
撰
集
』
の
撰
集
が
開
始
さ
れ
る
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
詠
み
続
け
て
お
り
、
そ
の
資
料
は
貫
之
の
息
子
で
あ
り
撰
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
時
文
を
通
じ
て
容
易
に
入
手
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、貫
之
の
屏
風
歌
は
一
首
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
貫
之
に
続
き
、
集
中
二
番
目
の
入
集
歌
数
を
誇
る
伊
勢
の
屏
風
歌
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
躬
恒
の
屏
風
歌
も
採
ら
れ
な
か
っ
た
。
採
ら
な
い
と
い
う
方
針
が
貫
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
な
の
か
。
　
　
四
　
屏
風
歌
に
つ
い
て
、
私
は
「
歌
合
と
屏
風
歌
」
と
い
う
論
考
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注　11
）。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
二
、三
の
字
句
を
改
め
た
。
「
屏
風
歌
と
は
、
大
和
絵
屏
風
の
絵
と
共
に
鑑
賞
さ
れ
る
べ
く
詠
ま
れ
、
屏
風
絵
の
中
に
設
け
ら
れ
た
色
紙
形
に
書
か
れ
た
歌
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
屏
風
歌
は
大
和
絵
屏
風
の
一
部
た
る
べ
く
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
色
紙
形
に
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
と
し
て
、
書
芸
と
し
て
、
大
和
絵
屏
風
と
い
う
総
合
芸
術
の
中
に
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
屏
風
絵
を
機
縁
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に
作
品
と
し
て
存
在
す
る
屏
風
絵
を
題
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
は
、
そ
の
屏
風
絵
と
は
別
個
の
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
を
屏
風
歌
に
は
含
め
な
い
。
そ
の
よ
う
な
歌
は
屏
風
絵
の
中
に
書
か
れ
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
仮
に
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
屏
風
歌
で
は
な
く
、
画
賛
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
屏
風
歌
は
し
ば
し
ば
画
賛
に
た
と
え
ら
れ
る
が
、
画
賛
は
す
で
に
存
在
す
る
絵
画
作
品
に
触
発
さ
れ
て
後
か
ら
制
作
さ
れ
る
詩
歌
文
章
で
あ
り
、
絵
画
と
は
本
来
別
個
の
作
品
で
あ
る
か
ら
、
屏
風
歌
と
は
本
質
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。」
「
画
賛
と
は
す
で
に
一
個
の
作
品
と
し
て
存
在
す
る
絵
画
に
書
き
加
え
ら
れ
る
詩
歌
文
章
で
あ
る
。
屏
風
歌
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
屏
風
が
絵
師
の
手
を
離
れ
た
後
で
画
中
の
色
紙
形
に
揮
毫
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
作
業
の
手
順
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
絵
画
と
和
歌
と
書
芸
と
が
あ
い
ま
っ
て
一
個
の
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芸
術
世
界
を
構
成
す
べ
く
あ
ら
か
じ
め
設
計
さ
れ
て
い
る
点
で
、
画
賛
と
は
決
定
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
、
屏
風
歌
は
絵
が
先
か
歌
が
先
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
理
念
的
に
言
え
ば
、
絵
と
歌
は
ど
ち
ら
か
が
先
行
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
作
業
の
手
順
と
し
て
は
、
い
ず
れ
か
が
先
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
常
識
的
に
は
、
絵
が
先
行
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
絵
画
と
和
歌
と
書
芸
の
総
合
芸
術
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
絵
画
の
持
つ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
印
象
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
そ
の
絵
画
の
世
界
に
寄
り
添
い
つ
つ
歌
が
詠
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
、
歌
人
の
権
威
が
絵
師
の
そ
れ
を
圧
倒
す
る
平
安
後
期
以
後
に
な
れ
ば
、
歌
が
先
行
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
（
注
ー
大
嘗
会
屏
風
歌
も
歌
が
先
行
）。
な
お
、
絵
が
先
行
す
る
大
多
数
の
屏
風
歌
に
お
い
て
は
、
そ
の
作
者
が
卑
官
の
専
門
歌
人
で
あ
る
限
り
、
絵
を
見
て
屏
風
歌
が
詠
ま
れ
る
の
は
当
然
で
、
絵
を
実
見
す
る
た
め
に
内
裏
や
注
文
主
の
屋
敷
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
顕
や
家
庭
婦
人
に
限
り
、
絵
柄
を
説
明
し
た
文
や
模
写
絵
に
拠
っ
て
屏
風
歌
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。」
屏
風
歌
に
つ
い
て
の
私
の
基
本
的
な
理
解
を
示
す
た
め
に
、
長
い
引
用
に
な
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
屏
風
歌
は
「
屏
風
絵
の
中
に
設
け
ら
れ
た
色
紙
形
に
書
か
れ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
貫
之
た
ち
の
活
躍
期
に
は
そ
の
よ
う
な
例
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
（
右
の
拙
稿
参
照
）。
後
世
に
お
い
て
は
、
歌
が
色
紙
に
書
か
れ
て
色
紙
形
に
貼
付
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
よ
う
で
、
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
藤
原
定
家
が
嵯
峨
中
院
山
荘
の
障
子
の
た
め
に
書
い
た
色
紙
は
ま
さ
に
そ
れ
で
あ
る
。
　
で
は
、
屏
風
絵
と
屏
風
歌
と
の
か
か
わ
り
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
早
く
に
玉
上
琢
彌
は
著
名
論
文
「
屏
風
絵
と
歌
と
物
語
と
」（
注　12
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
歌
人
は
、
屏
風
絵
中
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
心
に
な
っ
て
、
作
歌
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
屏
風
絵
を
見
て
い
る
者
と
し
て
よ
む
の
で
は
な
い
。
歌
人
は
仮
に
画
中
の
人
物
と
な
り
、
画
中
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
作
歌
す
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
題
詠
で
あ
る
。」
　
玉
上
は
直
接
に
は
三
条
天
皇
代
の
大
嘗
会
屏
風
歌
を
例
と
し
て
右
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
論
文
に
お
い
て
、
こ
れ
を
全
て
の
屏
風
歌
に
及
ぼ
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。、
屏
風
歌
は
画
中
の
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
詠
ま
れ
る
と
い
う
こ
の
玉
上
説
は
、
屏
風
歌
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
定
説
化
し
て
い
る
。
実
際
、
個
々
の
屏
風
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
こ
の
玉
上
説
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
　
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
題
詠
」
も
、
屏
風
歌
の
隆
盛
期
・
全
盛
期
に
お
け
る
文
言
で
は
な
い
が
、
そ
の
性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
屏
風
歌
は
ま
さ
に
虚
構
の
産
物
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
の
心
を
伝
え
る
社
交
の
具
と
い
う
、
当
時
流
行
の
和
歌
の
あ
り
よ
う
と
は
大
き
く
異
な
る
。
私
は
、
屏
風
歌
が
『
後
撰
集
』
に
お
い
て
忌
避
さ
れ
た
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
先
に
第
一
節
に
お
い
て
『
後
撰
集
』
四
三
、四
四
番
歌
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
ら
は
、本
来
は
貫
之
作
の
屏
風
歌
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、前
者
は
「
花
を
見
や
り
て
」、
後
者
は
「
紅
梅
の
花
を
見
て
」
と
、
実
体
験
に
基
づ
く
詠
歌
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
が
屏
風
歌
の
資
料
の
中
に
の
み
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
虚
構
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
な
ら
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ば
、『
後
撰
集
』
の
撰
歌
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
　
五
　
こ
こ
で
、『
後
撰
集
』
に
採
ら
れ
た
唯
一
の
屏
風
歌
を
取
り
上
げ
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
巻
第
十
五
・
雑
一
か
ら
、
一
一
〇
五
番
歌
を
引
く
。
　
　
　
忠
房
朝
臣
つ
の
か
み
に
て
、新
司
は
る
か
た
が
ま
う
け
に
屏
風
調
じ
て
、
　
　
　
か
の
国
の
名
あ
る
所
々
絵
に
か
か
せ
て
、
さ
び
江
と
い
ふ
所
に
か
け
り
　
　
　
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
岑
　
年
を
へ
て
に
ご
り
だ
に
せ
ぬ
さ
び
え
に
は
玉
も
帰
り
て
今
ぞ
す
む
べ
き
藤
原
忠
房
が
摂
津
守
で
あ
っ
た
時
、
新
任
の
国
司
、
藤
原
治
方
を
も
て
な
す
た
め
に
屏
風
を
新
調
し
て
、
摂
津
国
の
名
所
を
絵
に
描
か
せ
て
、「
さ
び
江
」
と
い
う
名
所
を
描
い
た
所
に
こ
の
歌
を
書
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
新
任
国
司
を
歓
迎
す
る
宴
席
に
屏
風
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
国
内
の
名
所
を
描
い
た
名
所
絵
屏
風
は
、
そ
の
席
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
調
度
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
さ
び
江
」
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
神
戸
市
兵
庫
区
佐
比
江
町
あ
た
り
か
と
さ
れ
て
い
る
（
注　13
）。
　
歌
意
は
「
長
年
、
濁
り
も
し
な
い
さ
び
江
に
は
、
玉
も
帰
っ
て
来
て
今
こ
そ
住
む
に
違
い
な
い
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。『
蒙
求
』
に
見
え
る
「
孟
嘗
還
珠
」
の
故
事
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
時
代
、
合
浦
郡
の
役
人
た
ち
が
そ
の
海
の
珠
玉
を
際
限
な
く
採
ら
せ
て
私
腹
を
肥
や
し
た
た
め
珠
玉
は
な
く
な
り
、
人
民
は
疲
弊
し
た
が
、
孟
嘗
が
太
守
と
な
っ
て
悪
政
を
改
め
た
た
め
、
一
年
と
た
た
な
い
う
ち
に
珠
玉
が
戻
っ
て
来
た
と
い
う
（
注　14
）。「
玉
も
帰
り
て
今
ぞ
す
む
べ
き
」
は
こ
の
故
事
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
国
守
の
善
政
を
疑
い
な
い
も
の
と
し
て
称
揚
し
て
い
る
。
歌
の
作
者
は
壬
生
忠
岑
で
あ
る
が
、
前
国
守
忠
房
の
意
向
を
受
け
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
は
な
か
ろ
う
。
上
句
は
「
さ
び
江
」
の
海
の
美
し
さ
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
代
々
の
国
守
の
善
政
を
暗
示
し
て
も
い
る
の
だ
ろ
う
。
忠
岑
と
し
て
は
、
忠
房
に
合
浦
の
悪
徳
役
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
極
力
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
第
二
句
を
「
に
ご
り
た
え
せ
ぬ
」
と
す
る
本
文
（
承
保
本
等
）
に
は
従
い
難
い
。
な
お
、
忠
岑
の
経
歴
に
は
摂
津
権
大
目
が
あ
る
か
ら
（
古
今
和
歌
集
目
録
）、
摂
津
守
忠
房
の
も
と
で
下
僚
と
し
て
仕
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
さ
て
、
こ
の
屏
風
歌
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
画
中
に
描
か
れ
た
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
画
中
の
風
物
を
詠
ず
る
と
い
う
虚
構
性
こ
そ
が
、
多
く
の
屏
風
歌
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
忠
岑
の
屏
風
歌
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
さ
び
江
」
を
描
い
た
画
面
に
は
、「
さ
び
江
」
の
ほ
と
り
に
佇
む
画
中
人
物
が
描
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
人
物
の
立
場
に
立
っ
て
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
に
は
及
ば
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
歌
に
は
前
国
守
忠
房
か
ら
新
国
守
治
方
へ
の
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
託
さ
れ
て
お
り
、
虚
構
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
珠
玉
が
戻
っ
て
来
る
と
い
う
の
は
故
事
に
も
と
づ
く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
し
、
治
方
に
対
す
る
社
交
辞
令
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
現
実
世
界
に
お
け
る
人
間
の
心
を
伝
達
す
る
の
が
こ
の
歌
の
機
能
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
く
、
そ
の
点
で
一
般
の
屏
風
歌
と
は
一
線
を
画
す
る
作
例
な
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
『
後
撰
集
』
に
、
屏
風
歌
で
あ
り
な
が
ら
採
ら
れ
た
理
由
は
、
ま
さ
し
く
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
― 20 ―
　
　
結
び
　
『
後
撰
集
』
に
は
一
首
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
屏
風
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
撰
者
た
ち
の
屏
風
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、も
と
も
と
彼
ら
の
歌
を
採
ら
な
い
方
針
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
か
ら
し
て
、
屏
風
歌
も
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
『
後
撰
集
』
撰
集
の
頃
、
彼
ら
は
屏
風
歌
の
詠
作
を
受
注
す
る
専
門
歌
人
の
域
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
で
は
、『
後
撰
集
』
に
七
四
首
と
い
う
、最
高
の
入
集
歌
数
を
誇
る
紀
貫
之
や
、
そ
れ
に
次
ぐ
七
〇
首
が
採
ら
れ
て
い
る
伊
勢
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
屏
風
歌
の
作
者
と
し
て
も
著
名
な
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
屏
風
歌
が
全
く
採
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
屏
風
歌
を
入
集
し
な
い
と
い
う
、
強
固
な
方
針
が
存
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
一
体
何
な
の
か
。
　
屏
風
歌
は
い
わ
ゆ
る「
晴
の
歌
」で
あ
る
か
ら
、「
褻
の
歌
」の
集
成
で
あ
る『
後
撰
集
』
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
説
明
で
は
説
得
力
を
も
た
な
い
。
先
に
見
た
通
り
、『
後
撰
集
』
に
は
、
れ
っ
き
と
し
た
「
晴
の
歌
」
が
少
な
か
ら
ず
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
貫
之
や
伊
勢
の
屏
風
歌
の
中
か
ら
何
首
か
を
選
ん
で
入
集
さ
せ
さ
え
す
れ
ば
、
宇
多
、
醍
醐
、
朱
雀
朝
に
詠
ま
れ
た
秀
歌
を
さ
ら
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
て
、『
後
撰
集
』
の
価
値
を
よ
り
高
か
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
一
切
採
ら
れ
て
は
い
な
い
。
一
方
、
唯
一
採
ら
れ
た
忠
岑
の
屏
風
歌
は
、
先
に
見
た
通
り
、
虚
構
性
の
豊
か
な
通
常
の
屏
風
歌
と
は
異
な
り
、
人
の
心
を
言
葉
に
し
て
伝
え
る
と
い
う
、
和
歌
本
来
の
機
能
を
発
揮
し
た
作
で
あ
っ
た
。
　
『
後
撰
集
』
の
撰
歌
方
針
の
一
端
と
し
て
、
虚
構
性
を
極
力
排
除
す
る
と
い
う
志
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。屏
風
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
当
時
流
行
し
て
い
た
歌
合
の
歌
が
多
く
な
い
こ
と
、『
古
今
集
』
に
は
あ
っ
た
物
名
の
部
立
を
も
た
な
い
こ
と
な
ど
は
、『
後
撰
集
』
を
特
徴
づ
け
る
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
虚
構
性
を
極
力
排
除
す
る
選
歌
方
針
が
存
在
し
た
と
い
う
仮
説
の
も
と
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
屏
風
歌
に
限
定
し
て
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
。
　
　
　
注
注
１　
田
島
智
子
『
屏
風
歌
の
研
究　
資
料
編
』（
平
成
十
九
年
三
月　
和
泉
書
院
）
注
２　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
佐
藤
高
明
『
後
撰
和
歌
集
の
研
究
』（
昭
和
四
十
五
年
二
月　
日
本
学
術
振
興
会
）
所
収
「
屏
風
歌
の
逸
脱
に
つ
い
て
の
考
察
」
に
も
指
摘
が
あ
る
（
同
書
三
六
四
ペ
ー
ジ
）。
注
３　
貫
之
の
没
年
は
天
慶
八
年
（
九
四
五
）
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
に
天
慶
九
年
と
さ
れ
て
い
る
の
が
正
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
注
４　
佐
藤
高
明
前
掲
書
三
五
五
ペ
ー
ジ
。
注
５　
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
以
後
』（
平
成
十
二
年
十
月　
笠
間
書
院
）
所
収
「『
後
撰
集
』
の
表
現
」。
初
出
は
昭
和
三
十
九
年
『
女
子
大
文
学　
国
文
編
』
第
十
六
号
。
注
６　
片
桐
洋
一
前
掲
書
所
収
「『
後
撰
集
』
の
本
性
」
注
７　
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
平
成
二
十
六
年
十
二
月　
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）「
後
撰
和
歌
集
」
の
項
。
注
８　
拙
稿
「『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
十
慶
賀
に
お
け
る
朱
雀
村
上
冷
泉
三
代
」（『
武
庫
川
国
文
』
第
八
十
七
号　
令
和
元
年
十
一
月
）
注
９　
三
〇
七
、三
〇
八
番
歌
は
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
に
見
え
る
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
『
後
撰
集
』
に
こ
の
よ
う
な
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
古
今
和
歌
集
の
遠
景
』（
平
成
十
七
年
四
月　
和
泉
書
院
）
所
収
「
宇
多
・
醍
醐
朝
の
歌
召
を
め
ぐ
っ
て
」（
初
出
は
昭
和
五
十
五
年
『
中
古
文
学
』
第
二
十
六
号
）
に
て
述
べ
た
。
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注
10　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
（
注
９
）
の
拙
稿
で
取
り
上
げ
た
。
注
11　
拙
稿
「
歌
合
と
屏
風
歌
」。『
古
今
和
歌
集
研
究
集
成　
第
一
巻　
古
今
和
歌
集
の
生
成
と
本
質
』（
平
成
十
六
年
一
月　
風
間
書
房
）
所
収
。
注
12　
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
研
究　
源
氏
物
語
評
釈
別
巻
一
』（
昭
和
四
十
一
年
三
月　
角
川
書
店
）
所
収
。
初
出
は
昭
和
二
十
八
年
一
月
『
国
語
国
文
』。
注
13　
野
中
春
水
『
歌
枕
神
戸
』（
昭
和
六
十
二
年
六
月　
和
泉
書
院
）
五
五
ペ
ー
ジ
以
下
。
注
14　
新
釈
漢
文
大
系
『
蒙
求　
下
』（
早
川
光
三
郎
訳
注　
昭
和
四
十
八
年
十
月　
明
治
書
院
）
か
ら
の
要
約
。
（
と
く
は
ら
・
し
げ
み　
本
学
名
誉
教
授
）
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